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「聴覚障害理解のための教材開発とそれを活用した授業」                         

志布志町立香月小学校（ことばの教室）宮内まり子 

ことばの教室と在籍学級とのやりとりを通して 
１ はじめに 

Y 君は小学５年生である。小学２年生の２学期末に「サ行の発音がうまくできない」
という主訴で教育相談を受けた。声量が弱く口型がはっきりせず全体的に発音が不明瞭

になっているほかに，聞き返しが多く初対面では十分な会話が成立しにくい状況が見ら
れた。耳鼻科での聴力検査を受診することをお勧めして，３学期から通級することにな

った。 
  通級指導の初日に資料１のような聴力であることが知らされ，ここから保護者も一緒
に「聴覚障害」や｢聞こえにくさ｣「コミュニケーション」「家庭や学校での配慮事項」に

ついて学んでいくことになった。 
 
２ 前担当の記録から 
  初年度はサ行の発音練習を中心に学習。学級の中でのともだち間で起きる問題につい

て，Ｙ君の話し相手，聞き役になっていた。 
   
３ ４年生時の学習をスタートするに当たって              

前担当との引継ぎや本児の実態・保護者との 
話し合いから，４年生の学習内容を次のように考えた。 

本児に対しては， 
・ 発音や聴き取りの改善 
・ 読解など言語学習 
・ 自分の障害の自覚･認識学習「じぶんの 
ことをしらべてみよう」…資料２ 

   家庭や在籍学級とは， 
・ 本児自身が「トラブル」と呼んでいる 
友達関係の課題を，連絡帳や資料提供 
(みみサポート)により改善する…資料３ 
 
 
 

 
 

４ 授業の記録・連絡帳より 
月 ことばの教室の授業 保護者(母)･在籍学級担任(担)の記録  

４ 
 
 
 
 
 
 

○ 自分についての自己紹介 
Y：「強くて優しい子にと言う願いで 
僕の名前がつけられた。ぼくは， 
耳が聞こえにくくて，聞き誤り 
や聞き漏らしのおっちょこちょい 
のところがある。」  

 

母：聞こえにくさについて・友だちとのトラ
ブルの対処法について，担任や友だちに説

明していきたいけれど，「我が子かわいさか
らの身勝手な願いだ」と思われそうで方法

がわからない。 
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５ 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 自分の快適な聞こえの範囲を，

CD プレーヤーのボリュームを動
かして調べる。 

 
 
 
○ 耳の中の様子と自分の聞こえに

ついて学習 
Y：「お母さん，僕はどっちの耳が悪

いんだっけ？」 
 
 
 
 
○ オージオグラムの見方について
の学習 

Y：「だんだん聞こえるようになる
の？がんばると耳はよくなるの？」 
 
○ じぶんの聞こえにくさや困るこ

とについて話し合い 
Y：「聞こえにくくて困ることは特に

ない。」 
 
○ 単語の聴取弁別・確認 
自分が聞き漏らしてわからなかっ

たのか，よく聞いていたけどわから

なかったのか話し合う 
Y：「一生懸命聞いたけど判断つかな

かった。蝸牛の調子が悪いからし
ょうがないのかな」 

 
○ 聞こえにくい人のコミュニケー

ションのいろいろを話し合う 
Y：「ぼくは耳と話しことばを使って

いる。指文字や手話は『はーん』
という感じ。」 

 
 
 
 
 
 
 

担：わかっていたつもりでもわかっていない

点が多々あることに気付きました。 
聞こえにくさ理解の子供向けの本を紹 

介していただけるとありがたいです。私自
身もぜひ読んでみたいと思います。 

 
母：私も一緒に勉強できて良かったです。自

分の聞こえについて本人も意識することが
できないので「自分の障害」について理解

するのは難しいし時間がかかるのだろうな
と思いました。 

担：学習したことを詳しく説明してくれまし

た。絵本も子どもたちと一緒に読みました。 
 
担：現実を受け止め自分なりにがんばろうと
している Y 君を思い浮かべ，なんともいえ

ない思いです。 
 
 
母：頭の中で想像しながら聞いているという

のは確かにあります。半分位理解して返事を
して行動に移すので，『わからなかったら自分

からもう一度言ってといいなさい』と言うの
ですがなかなかです。 
担：そういえば学校でも度々あります。まわ
りの子どもたちも教えるタイミングを失い
それがトラブルにつながることもありま

す。 
担：日直の時友だちに｢もう一度言って下さい

と何度か言われましたがめげずに伝えてい
ました。 

 
担：グループの仲間との会話が増えてきまし

た。担任のところに直接聞きに来て用を済
ませることが多かったのですが，このごろ

はまわりの子に聞くようになりました。 
 
母：一学期は自分の障害や聞こえについての
学習は難しいなりにも Y にとって良かった

と思います。 
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10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 

○ 下校途中気持ちの悪い音が聞こ

えて恐くて泣いて帰ってきたとの
報告より 

 
 
 
 
 
○ 紹介ビデオ作成の計画 
※ 相手に分かりやすい話し方に気
をつけることを目的に作成 
学校紹介 
 運動場  校舎   
 ことばの教室 
インタビュー 
校長先生  司書の先生 
ことばの先生 

授業の様子の紹介 
 聴き取りや発音練習の様子 

 
 発音がうまくできなかった時，聴
き取りを間違った時，「どうしてぼく

はこうなんだろう」と自分を責める
ような態度が見られます。一生懸命

やればいいんだよと話しています。
友だちに見せるビデオには，間違っ

てやり直しをしている場面も入れて
いいと言っています。 
 
○ 友だちからの手紙について話し

合う…資料４ 
Ｙ：「みんながしんけんにぼくの作っ

たことばの教室のビデオを見てく
れたのがとてもうれしかった。た

だひとつお願いがあります。みん
ながだらだらしていたり，さわい
だりする声がうるさいので静かに

してください。」 
 
○ 友だちの手紙から自分がこれか
ら気をつけようと思うこと，もっ

と友だちにわかってほしいこと
を，紙芝居に作る。…資料５ 

Ｙ：「最近はともだちとのトラブルが

母：夏休みは親子３人の静かな生活でしたか

ら学校が始まると，わいわいがやがやの生
活は必要な話を聞くのに神経を使い疲れる

ようです。 
担：「聞こえなかったのでもう一度言ってくだ

さい」と指示を求めることが増えました。
周りの様子を見て「いっけない」と思った

そうです。 
 
母：聴覚障害は見えにくい障害だと言われて
います。一人ひとり聞こえ方も違うしそれ
を他の人は理解することができません。親

子でありながらも Y の音の世界をわかって
あげられず，なんとも言えないときがあり

ます。…手話サークルに入りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
母：教室で Y を理解してもらうために心配り
や話をしてくださっていることを知り，あ

りがたく思います。家庭でも少しずつ改め
て行く事を注意します。 

担：ビデオ見せていただきました。学級の子
供達は素直に反応していまいした。Ｙ君の

がんばっている様子も伝わってきました
し，Ｙ君理解にも繋がりました。 

 
 
担：お返事ありがとうございます。クラスの
子どもたちも喜んでいました。授業で早速使
わせてもらいました。 
母：最近の日記には昼休みにサッカーをやっ
ていることが書かれていてとてもうれしい
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２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 

少なくなってきたよ。ともだちが

野球に入れてくれなくても下手だ
からがまんしている。乙武さんは 
乙ちゃんルールをみんなが考えて
くれたよね」 

 
 
 
○ テレビを快適に見るための工夫

考え，文字情報について調べる 
Ｙ：「ゾイドなど見ている時に，時々
なんでそうなるのと意味がつかめ

なくなることがあるよ。」 
 
 
○ 自分の好きな所や直したいとこ

ろについて話し合う 
Ｙ：「好きな所は，よく本を読むとこ

ろ，運動をするところ，勇気がある
ところ。直したいところは，おこり

んぼうをするところ，すぐカッとな
るところ。」 
 
 
 
 
 
○ 気持ちについて考える 
嫌なこと・好きなことをがまんし

ないできちんと周りに伝えよう。で
も相手の気持ちも考えてね。 
 
 
 
 
  

です。身体を動かすことが苦手な Y が友だ

ちと遊んでいる姿をこっそり見てみたいで
す。ビデオ作成も学級の友だちに理解して

もらうきっかけになりました。 
担：お互いを理解し合い共に学んでいくこと

は大人でも難しいですが，子どもたちと取
り組んで行きたいと思います。 

 
母：ビデオライブラリーで字幕入りビデオを

借りることができるようになりました。自覚
しているのかいないのか，テレビより本を読
むことが多いです。テレビだと 100％理解で

きないからでしょうか。また新たな世界が広
がって行くかもと期待しています。 
 
担：給食時間にトラブルが生じました。双方

の話を聞いていると食い違いが多いことに気
づき，Ｙ君とさらに話すことでした。「事実は

しっかり話すことにしよう」ということを今
後も気をつけていくよう話しました。 
担：「6 年生を送る会でリハーサルの時と場所
が変わっていました。後で聞いてみると，隣

の男子が『こっちの方が安定しているよ』と
サッ変わってくれたのだそうです。自分で判

断して行動に移すことのできる子どもに頼も
しさを感じました。 
 
担：この頃良いことも悪いことも含めてＹ君
と人間関係について話すことが多くなったよ

うに思います。「ぼくはこう思うよ」というよ
うなことばがよくでるようになりまいた。 
 
母：「自分の聴覚のことを理解し，その事をま

わりの人達にも理解してもらう」と難しい
課題にも取り組めました。来年度もまたス

テップアップできるように親子で通級して
いきたいと思います。 

担：たくさんのことにがんばりたくさんのこ
とを考えた一年でしたね。大事なことはそ

の時その時を一生懸命生きることですよ
ね。これからも共にがんばって行きましょ
う。 
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４ まとめ 
 高音急墜型の聞こえ理解のむずかしさ，小学校 2 年生までそのことが発見できなかった
こと，また保護者の丁寧な子育てで言語の発達に顕著な遅れがなかったことなどから，Ｙ

君は，授業中も友達関係の中でもほとんど配慮のない状況ですごしてきていた。 
「がんばる」と言うことばが好きな彼らしく，4 年生のはじめには「ようし，ことばの

教室でがんばって練習して発音もなおすぞ！注意して聞いたり，わからなかったことは聞
き返したりすることもがんばるぞ！」そんな意欲にあふれており，自分の聞こえにくさに

ついては，客観的な理解が不十分であるように思えた。 
 そんな中で，本人の口からよく聞かれる友達関係でうまくいかない「トラブル」は起き

ていたし，保護者も一方的な不利益を受けやすいことをなんとかうまくまわりに説明して
いきたいという思いも強くしておられた。 
  
そこで，Ｙ君に対しては，自分の聞こえについてもっと深く知ろうということと，自分

ががんばることと周りに対して助けて欲しい・考えて欲しいことを少しずつ整理する学習

を計画し，そのことを Y 君の学級での生活に還元していけたらと，積極的な発信をするこ
とにした。 

 
 担任のＭ先生は，毎回丁寧な連絡帳への記入やことばからの発信に対してもその都度応

答して下さり，学級担任の立場からことばの教室の授業に積極的にも関わっていただいた。
紹介ビデオのやり取り学習の後には，「学級の子どもたちだけではなく保護者の方々の理解

も得たい」と学級 PTA で，難聴や我が子のことについて話をする機会を保護者に準備して
くださった。 
 
 ４年生時の一年間で，Ｙ君自身がどれくらい自分のことを知り，その上での考えを持つ

ことができ，実践化できるようになったかはわからないところがあるが，保護者はわが子
に対して「まだまだ・・」「もう少し・・・」という思いはありながらも，このままもう一
年，Ｍ先生の学級で成長を願うほどの信頼ができていった。 
 
 この事例の中で聴覚障害理解のための教材として取り出すと，連絡帳・難聴理解資料「み

みサポート」・ことばの教室紹介ビデオ・その後のお返事資料くらいしか挙げられない。日
常の通級指導の中で，その時々の実践を積み重ね，Y 君の在籍学級での生活に必要なこと

を検討し作成していったにすぎない。Y 君をはさんで担任の先生との関係が深まる中で，
一つひとつのささやかな教材を担任と保護者により十分に活用し生かしていただいたとい

う気がしている。 
本事例が他の通級児童にも同じように進められたわけではない。また，担任の先生が変

われば新しい関係が始まる。５年生になって学級編制があり，担任も替わった。そこで，
新たな学級には早速 Y 君と一緒にビデオレターを作った。「先生にも友だち一人ひとりに

も，自分のことを説明し，お願いすることは大変だからな。」と緊張しながらも，伝えたい
ことを考え，自分はどの部分を発表するか担当者と役割分担し，意欲的な活動となった。

…資料６ 
 
学級担任と難聴通級児童の障害理解のための教材は，一人ひとりの在籍学級での過ごし

方や友達関係，学習理解の状況を踏まえて個別に考え，通級指導教室からの一方的な押し
付けにならないように留意し，その子を取り巻く学級や家庭との様子や要望を取り入れな

がら準備されることが基本になると考える。 
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資料４ 
  1 組の友だちからのメッセージ 
 

Y くんへ 
・ ことばの教室は思っていたより楽しそうにですね 
・ 発音練習や聞き取りの勉強がんばってね 
・ Y 君はがんばっているなあ 
・ 本を読んだり聞き取って言ったりするのはすごいなと思います 
・ 早く「さしすせそ」などじょうずになってね･･複数 
・ 目も悪いし耳も悪いので大変ですね。 
・ ことばをはっきり話せないからがんばってほしいです。 
・ ビデオを見せてくれてありがとう。 
・ たいへんなことをがんばっているからすごいですね。 
・ いろいろと苦労しているんだね。 
・ 保育園のときはあんまりわからなかったけど，耳のこと初めて知りました。 
・ いろんな先生にインタビューして どうでしたか？ 

 

 
 

担当へ 
・ ことばの勉強がわかるようになるには，何日くらいかかりますか 
・ どうしてことばの教室の先生になろうと思ったの？ 
・ Y 君とはけんかもしたりするけど仲良しです。 
・ Y 君は，笑ったりおこったりずっこけたりしています。 
・ ことばの教室の先生は，いろんな人と勉強してわけがわからなくなりそう

です。 
・ ことばの教室はとても楽しそうな学校ですね。 
・ 学校ではとても聞き取りにくそうだけど，みんなと楽しくお勉強していま

す。 
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資料６   ５年生の学級へ ビデオレター内容 
    Ｔ…担当者      Ｙ…通級児童 
１，聞こえの仕組みについて 
T：「○○小学校５年１組のみなさん，こんにちは。香月小学校ことばの教室の宮内です。
今日は，Y 君と一緒にことばの教室からお話したいと思います。Y 君はどうしてことば

の教室にきているのですか？」 
Y：「ぼくは，耳の聞こえが聞き取りにくいので，発音の練習や聴き取りの練習をしにきて

います。」 
T：「そうですね。Y 君はみんなと違って耳の聞こえが悪いです。では，聞こえるとか聞こ

えないとか言うことはどういうことなのでしょうね。この図を見てください。 
（耳の中の図） 

カスタネットの音がカチカチとしています。この音はまず…」 
Y：「耳介から入っていきます。」 
T：「そして外耳道，みんなが耳かきをするところを通って…」 
Y：「鼓膜を通ります」 
T：「そうですね，鼓膜をぶるぶる震わせます。そしてこの小さな三つの骨が…」 
Y：「耳小骨と言います。」 
T：「この三つの小さな骨の橋を渡って，このぐるぐる巻きのカタツムリのようなところが

…」 
Y：「蝸牛です。」 
T：「蝸牛の中を通って聴神経を通って大脳に伝わります。するとこの音が頭の中で『あっ，
カスタネットの音だ』とわかる仕組みになっています。」 

 
２，聞こえにくさ 聴覚障害について 
T：「では，Y 君はこの耳の中のどこが調子が悪いのですか。」 
Y：「ぼくは，この蝸牛という器官が調子が悪いのです。」 
T：「そうですね，この蝸牛が少し傷ついています。鼓膜や耳小骨や外耳道は，手術や薬で

治る事もありますが，蝸牛を治すことは難しいと言われています。この，後ろにあるの
がオージオグラムと言います。耳の検査をすると，皆さん聞こえる人の耳は，この０dB
の辺りが聞こえます。ひそひそ話も遠くから呼ばれても，小さな虫の声も大きな太鼓の
音もみんな聞くことができます。ところが Y 君の左耳はどの辺りで聞こえていますか。」 
（オージオグラム） 

Y：「１１０ｄＢの辺りです。」 
T：「そうですね。トラックの走る音やジェット機のゴーッと言う音が聞こえるかなあとい
う所です。右耳はどうですか。」 

Y：「５０ｄB 位です。」 
T：「そうですね。低い音はみんなと同じくらい聞こえているけれど，高い方では犬の鳴き

声が聞こえるかなあという辺りです。例えば，『なつやすみ』と言うことばは，音が小さ
くなった上にところどころ正しく耳に入ってきません。みんなと同じように聞こえてい

るわけではありません。」 

  （図）   ｎａｔｕｙａｓｕｍｉ   

              ↓ 
ｎａｔｕｙａｓｕｍｉ  →  ｎａｔｕｙａｓｕｍｉ 
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３，聞こえにくくて困る事 
T：「それでは Y 君は聞こえにくいと言う事ですが，学校の中ではどういうことが困ってい
ますか？」 

Y：「後から言われる事がわかりにくくて困ります。それから，放送がわからないことがあ
ります。」 

T：「そういう時には皆さん，教えてくださいね。」 
Y：「それから，周りが騒がしいとちゃんと聞き取れないことがあります。」 
T：「そうなんですか。それではみなさん， 
こういう場面を考えて下さい。先生が， 
耳の聞こえにくいお友達に『昼休み何し 
て遊ぶの？』と聞いています。ところが， 
Y 君の周りではお友達が昼休みになった 
のでペチャクチャ，ガヤガヤお話をして 
います。それから隣のお友達が，机や椅 
子をガタガタ動かして運んでいます。 
そしてどこかでは，筆箱がガチャンと落 
ちたようです。『昼休み何をして遊ぶの？』 
と言われた声は，おしゃべりの声や，椅 
子や机を運ぶガタガタの音，筆箱が落ちた 
ガチャンという音にかき消されて，何がな 
んだかわからなくってしまいました。」 
  

 
 
４，みんなへのお願い 
T：「さて，そんな Y 君から皆さんにお願いがあるようです。」 
Y：「ゆっくり目に話してください。前の方から話しかけてください。それから，わかりに

くいことはメモに書いてください。例えば遊びの時の時間などは教えて下さい。よろし
くお願いします。」（絵カード） 

                   

 
 
T：「耳の聞こえにくいお友達は みんなといっしょに学校生活を送っています。いろんな
ところで困る事があるようです。Y 君が，一番淋しい思いをする事はみんなと遊ぶ約束

をする時に，時間を間違えたり，遊ぶ場所がわからなかったりする時のようです。そん
な時は，例えば文字に書いたり，身振りで伝えたりするとわかり易いと思います。これ
からも，みんなといっしょに楽しい学校生活がすごせるようにと思います。これで，耳

の話や聞こえにくさについての話を終わります。さようなら。」 
 


